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母親委員委員長

大泉きよみ 会報24号

母親委員会は、子育てに関する研修の場として、いわき市

PTA連絡協議会研修部に位置づけられています。

子育てに関わっている誰もが参加できる研修の場です。

／ 、

令和元年度研修テーマ「親が変われば、子は変わる」

～みんなで子育てを語りましょう～
、 ノ

母親委員会では、一年間の研修テーマを決めて活動します。今年度は

、 「親が変われば、子は変わる」

～みんなで子育てを語りましょう～をテーマに研修しました。

母親リーダーセミナーは、市内の小中学校の母親委員やPTA会員が

参加できる研修会です。

今年度は、いわき市中央台公民館にて、前年度同様、東京医療保健
わたらい

大学医療保健学部看護科教授渡曾睦子先生を講師にお招きして、201

名の参加を得て実施いたしました。

講演では、 「子どもの心に寄り添う思春期識座Ⅱ」をテーマに、正しい

性教育や全国的に増え続けている性感染症の実態についてお話ししてく

ださいました。

【講演内容】

性教育…生きるための心の教育は、今の自分を大切にすることにより、

一生使い続ける心と体を大事にしていくことを学ぶ教育。

今の自分を大切にすることは、将来の自分・家族を守ることになる。

自分の人生を守るための行動に移せるかどうかは？・ ・ ・自分次第1 1

☆性感染症・人工妊娠中絶について～いわき市の現状

福島県は性感染症の罹患率が高い。性感染症は、 クラミジア、梅毒、エ福島県は性感染症の罹患率が高い。性感染症は、 クラミジア、梅毒、エ
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母親リーダーセミナー

「子どもの心に寄り添う思春期講座Ⅱ」

読師：東京医療保健大学医療保健学部

看識科教授渡蒼睦子先生

7月6日（土）

いわき市中央台公民館

イズなど30種類程あり、不妊症の原因に

もなる。クラミジアは発症してから、男性の半分、女性の8割は症状が出ないので感染していることに気づきにくい。

エイズは日本では検査をする習|質がないので、先進国では日本だけ患者が増え続けている。

福島県の人工妊娠中絶率は20年ほど前は全|型ワースト1位。現在は25位だが、いわき市の10代の人工妊娠中

絶率は高い。この現状を背景に、いわき市では、将来を担う子ども達自身が、自他の命を大切にし、相手を思いやり、

心身の健康維持・向上に取り組むことができるように平成30年3月に「いのちを育む教育」の指針を策定した。

【山形県の事例】

同じく全国ワースト1位だった山形県は、性教育の教材を導入して5年後、人工妊娠中絶が1/5、クラミジア感染

は1/6に減った。小学生から服をきちんと着る事は自分を守ること、中高生には体は大人でも心は未熟だということ

を認識させた。腰パン、短スカート、ボタンをi州けて胸が見えるなど、服装の乱れがなくなった。性感染症の予防に

は清潔観念を教えた。生きるための心の教育を徹底していくことが自殺予防につながり、話し合える男女関係につな

がり、町がきれいになり、町全体が変わっていった。

☆思春期について

思春期は複雑、症状はいろいろある。急にイライラする、友達に意地悪したくなる、親と話したくない、まわりの

目・他人の気持ちが気になるなど“不安や悩みがいっぱい。でも大丈夫1思穏ﾘ|はあって当たり前。8才頃から始まり

いつか必ず終わりが来る。思春期の朧状がみられたら、 「はいはい、思春JUlね～、正術、正常！ 」を合言葉に、親子・

友達みんなで上手に付き合おう。




